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会
場
と
な
っ
た
明
治
公
園
の
舞
台
の
上
に
は
、
こ
の

日
の
集
会
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る
作
家
の
大
江
健
三
郎

さ
ん
や
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
を
し
て
い
る
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
、
そ
し
て

来
賓
の
俳
優
・
山
本
太
郎
さ
ん
ら
が
ズ
ラ
リ
と
顔
を

揃
え
ま
し
た
。 

発
言
に
立
っ
た
大
江
健
三
郎
さ
ん
は
、
イ
タ
リ
ア
の

原
発
に
関
す
る
国
民
投
票
で
反
対
が
９
割
を
占
め
た

こ
と
に
対
し
、
自
民
党
・
石
原
伸
晃
幹
事
長
が
「
集
団

ヒ
ス
テ
リ
ー
状
態
に
な
る
の
は
心
情
と
し
て
分
か
る
」
と

発
言
し
た
こ
と
を
批
判
し
な
が
ら
、「
イ
タ
リ
ア
で
は

人
間
の
命
が
原
発
に
よ
り
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

日
本
人
は
こ
れ
か
ら
も
原
発
事
故
を
恐
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
〝
脱
原
発
〟
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

   

明
治
公
園
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
集
会
参
加
者

で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
会
場
か
ら
溢
れ
出
る
人
も
出
ま
し
た
。

参
加
者
は
小
さ
な
子
供
連
れ
の
若
夫
婦
か
ら
学
生
、

か
つ
て
の
闘
士
と
お
ぼ
し
き
老
人
達
が
ゼ
ッ
ケ
ン
を

身
に
ま
と
い
、
幟
旗
や
横
断
幕
、
風
船
等
を
持
っ
て

華
や
か
に
彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

連
合
加
盟
の
主
要
組
合
の
旗
は
見
え
ず
、｢

脱
原
発｣

の

闘
い
は
市
民
運
動
と
し
て
し
か
展
開
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
一
目
瞭
然
で
し
た
。 

        

そ
の
よ
う
な

会
場
内
の
一
角
を

１
５
０
０
名
の

Ｊ
Ｒ
総
連
の
参

加
者
が
占
め
、

特
に
Ｏ
Ｂ
が
掲

げ
た｢

爺
か
ら

孫
へ
の
贈
物
・

核
と
原
発
の
な
い

社
会｣

の
横
断
幕

と
林
立
し
た
Ｏ
Ｂ

会
旗
を
先
頭
に
し
て
デ
モ
行
進
に
出
発
す
る
姿
は
圧
巻

で
し
た
。 

   

デ
モ
行
進
は
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、Ｊ
Ｒ

総
連
の
隊
列
は
新
宿
コ
ー
ス
を
行
進
し
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
す
で
に
現
役
を
退
い
て
か
ら
二
〇
年

以
上
も
経
っ
て
い
る
人
も
お
り
、
現
役
組
合
員
と
同
じ

コ
ー
ス
で
大
丈
夫
か
と
心
配
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、

誰
一
人
途
中
で
リ
タ
イ
ヤ
す
る
人
も
な
く
、
最
後
ま
で

行
進
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。 

こ
の
日
、
都
心
は
「
原
発
反
対
」「
子
供
を
守
ろ
う
」

｢

地
球
を
守
ろ
う｣

な
ど
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。
こ
の
日
の
Ｏ
Ｂ
会
員
た
ち
は
「
ま
だ
ま
だ

や
れ
る
ぞ｣

と
大
い
に
自
信
を
つ
け
、
更
な
る
闘
い
へ
の

決
起
を
参
加
者
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
た
。 

 

  

◇ 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
主
催
に
よ
る
激
励
行
動
に
参
加
し
て
、
地
震

当
日
の
生
々
し
い
体
験
談
や
現
地
調
査
で
被
害
の
甚
大
さ
に

改
め
て
実
感
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

◇ 

３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
６
ヶ
月
が
経
過
し
た

今
日
、
い
ま
な
お
遅
々
と
し
て
復
興
へ
の
道
筋
が
見
え
て
こ
な
い

こ
と
に
強
い
怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

◇ 

被
災
者
と
の
激
励
・
交
流
会
で
は
、
盛
岡
・
仙
台
の
四
夫
妻
が
参
加

さ
れ
、
津
波
か
ら
難
を
逃
れ
九
死
に
一
生
を
得
た
、
凄
ま
じ
い
当
日
の

体
験
が
話
さ
れ
、
更
に
家
屋
を
流
さ
れ
現
在
の
生
活
状
況
な
ど
を
語
ら
れ

ま
し
た
。そ
こ
に
は
、被
災
さ
れ
た
と
い
う
暗
い
語
り
口
や
弱
音
は
な
く
、

元
気
で
む
し
ろ
今
後
の
復
興
に
向
け
た
力
強
さ
す
ら
感
じ
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｏ
Ｂ
会
員
に
よ
る
被
災
者
支
援
の
義
援
金
に

対
す
る
感
謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
〝
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
〟
を
基
調
と
す
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た

と
の
熱
い
想
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
ひ
と
時
で
は
あ
れ

厳
し
さ
を
忘
れ
盛
岡
、
仙
台
地
方
の
民
謡
な
ど
の
余
興
も
入
り
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。 

◇ 

さ
て
、
翌
日
は
８
時
３
０
分
に
出
発
し
被
災
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

現
地
は
徐
々
に
で
は
あ
れ
、
瓦
礫
は
片
づ
け
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

住
め
る
状
況
に
は
な
く
、
復
興
へ
の
道
の
り
は
遠
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

◇ 

仙
石
線
（
現
在
も
不
通
）
の
野
蒜
駅
で
は
ホ
ー
ム
や
線
路
は
荒
れ

果
て
、
架
線
は
垂
れ
下
が
り
鉄
柱
は
折
れ
た
ま
ま
、
駅
玄
関
の
時
計
は

地
震
発
生
時
の
１
４
時
４
６
分
で
止
ま
っ
た
ま
ま
で
、
こ
の
地
は
い
ま
だ

時
間
が
止
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。 

◇ 

仙
台
地
本
の
方
か
ら
現
職
組
合
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
東
松
島
地
区
）
が
報
告
さ
れ
、そ
の
奮
闘
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◇ 

石
巻
市
で
は
死
者
、
不
明
者
４
＊
１
４
８
人
（
９
月
現
在
）
の
犠
牲
者
が

出
ま
し
た
。
日
和
山
公
園
か
ら
見
る
海
岸
線
の
市
街
は
見
る
影
も
な
く

建
物
の
大
半
が
流
失
し
焼
け
野
原
同
然
で
す
。
そ
の
被
害
の
大
き
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。 

◇ 

調
査
団
は
全
員
で
犠
牲
者
へ
の
献
花
と
黙
祷
を
し
て
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
Ｏ
Ｂ
会
は
今
回
の
行
動
に
参
加
し
被
災
し
て

「
被
災
し
な
が
ら
も
元
気
で
た
く
ま
し
く
前
向
き
に
奮
闘
し
て
い
る

被
災
家
族
か
ら
生
き
る
多
く
の
こ
と
を
」
学
び
と
る
と
共
に
、
一
日
も

早
く
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
道
を
切
り
拓
く
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
現
実
を

多
く
の
仲
間
に
伝
え
て
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
（
Ｆ
・
Ｓ
）

東日本旅客鉄道労働組合 

東京都渋谷区代々木 2丁目 2番 6号  

ＪＲ新宿ビル13Ｆ  〒151-8512  
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「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ＯＢ会 ニュース  №163） 

「
脱
原
発
」
を
め
ざ
す
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
大
江
健
三
郎
氏
や
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
ら
が
呼
び
か
け
た

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
５
万
人
集
会
」
が
９
月
19
日
に
東
京
・
明
治
公
園
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
６
万

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
は
東
労
組
を
始
め
貨
物
労
組
、
東
海
労
の
組
合
員
や
家
族
が
１
５
０
０
名
参
加
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
も
首
都
圏
近
郊
に
在
住
す
る
会
員
を
中
心
に
１
６
０
名
が
集
ま
り
、
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
に
「
原
発
い

ら
な
い
」「
子
供
を
守
れ
」「
自
然
を
守
れ
」
と
脱
原
発
を
訴
え
る
元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

原
発
事
故
が
足
枷
に 

ＯＢ声の広場 

会
場
舞
台
に
は
著
名
人
が
ズ
ラ
リ 

９・１９ 

会
場
内
は
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕

で
・
・
・ 

都
心
に
こ
だ
ま
す
る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る 



                                    

                                    

 

「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ＯＢ会 ニュース  №163） 

 

） 
＜仙台地本ＯＢ会・第１５回定期総会報告＞  
大震災を乗り越え、 
一層の組織強化を！ 

仙台地本ＯＢ会  事務局長   林   英 夫 

３・１１「東日本大震災」の影響で大幅に遅れた第１５回定期

総会は、８月１０日仙台地本･会議室において 60名の参加者を得

て開催されました。平井副会長の開会の挨拶後、議長に福島支部

の加藤さんを選出し、議事が進められました。 

渡辺ＯＢ会長は「３・１１東日本大震災は、地震・津波・原発

事故と３重の被害を受け、宮城・福島では多くの人々が今なお避難

生活を余儀なくされ、特に原発被害に見舞われた人達は、前途の見え

ない状態におかれており、私達も原点に立ち返って原発に対する態

度を示す必要がある。また鉄道は列車が走って初めて機能を果た

す。寸断された線路の一日も早い復旧を目指していこう」と呼

び掛けました。 

来賓として本部ＯＢ会より大熊会長、佐々木副会長、仙台地本の氏

家委員長、三選を果たした福島市議の羽田房男氏が出席されました。 

大熊会長からは「田城氏を当選させたが、今後はＯＢ会が抱えてい

る問題や弱い立場の人達のために奮闘してもらい、それを皆で支援し

ていこう。被災された会員にはＯＢ会の相互扶助の精神で支援

していこう」と話がありました。 

質疑では、①カンパの使途の明確化、②宮城・福島の会員は大震災

で大変だったが、私達に出来るのはカンパ位しかないので、これか

らも取り組んで行く、③原発事故を踏まえ、脱原発を目指し

て闘う、④中国の鉄道事故を見聞きしてＪＲ東労組の安全第一の

取り組みの正しさを再認識した、⑤今日のＪＲ東日本経営陣の経

営の在り方に危惧を感じる、⑥美世志会への支援の強化につい

て、⑥エルダー制度の在り方について、等の多くの意見が出さ

れました。 

執行部より、①組織強化に向け今後も努力していく、②カンパは仙

台独自の取り組みも考えたい、③脱原発の取り組みを強力に進め

る、等の答弁があり、経過・方針が満場一致で承認されました。 

２部の懇親会は、近藤新副会長の司会で始まり、各会員が遭遇し

た３・１１の様子を話し合ったり、久しぶりに会った会員同士

で和やかに健在ぶりを確め合い、和気あいあいの懇親会になり

ました。 

＜水戸地本ＯＢ会・第１４回定期総会報告＞ 

新会長に鈴木孝雄氏を選出 

水戸地本ＯＢ会  事務局長  江 幡 隆 

則 

今年の定期総会は、東日本大震災で常磐線が大きな被害を受け、復旧の

見込みもなく、開催が危ぶまれましたが、いわき・原ノ町地区のＯＢ会員

の努力と熱意で、何とか開催にこぎつけることが出来ました。 

水戸地本ＯＢ会・第１４回定期総会は、８月２８日、水戸支社・

会議室で総勢３２名が出席して開催されました。 

郡司会長は、任期途中に病で倒れ、２ヶ月入院後、現在リハビリ中

でありながら、総会に元気な姿を見せてくれました。今後は体調回

復に向けた生活に専念するため、第一線から退く考えを表明されま

した。 

また本部ＯＢ会からは大熊会長・伊藤事務局長が参加され、大熊会

長からは、３・１１東日本大震災の義援金の取り組みで、ＯＢ会員の

協力により４５０万円強のカンパ金が集まったことへのお礼と、盛

岡・仙台・千葉の各地本の被災者に義援金を届けたことが報告されま

した。同時に水戸地本ＯＢ会員で被災された方々 には、一層の調査・把

握の上で支部ＯＢ会が届けるよう要請されました。また原発のない社会

を子供達に残すためにわれわれＯＢが脱原発の闘いをしっかりと取り組ま

なければならないと訴えました。 

地本ＯＢ担当の平山副委員長は、原発事故の影響で常磐線の久ノ

浜～仙台間の中間地点に当たる原ノ町地域の職場が閉鎖になり、組合員

はいわき以南の職場に兼務発令され苦悩していることや、脱原発で闘っ

ていくことを地本大会で確認されたことが報告されました。 

経過と方針が提案された後、質疑が交わされ、①３・１１東日本大震

災で多くの犠牲者と行方不明者が出ていること、②ＯＢ会員を含め、原発

事故で避難を余儀なくされ、いつ戻れるか分らない不安な日々を過

ごしていること、③水戸支部ＯＢ会が結成されて２年目の８月２７日

に支部政策フォーラムで現役時代の経験から「組合員でありなが

ら組合活動に協力しない人に対する向かい方」を若い組合員に訴えた

こと、④原ノ町支部ＯＢ会から震災の生々しい報告、⑤地本ＯＢ会が

原ノ町支部を激励したことに対するお礼、等の意見が出されまし

た。 

活発な意見が多く出されたことで大成功に終わり、今後のＯＢ会組織

の強化に向けお互いの奮闘を確認し合いました。 

第２部の懇親会は、震災や原発、そしてお互いの健康などを話題に、

和やかな歓談が続き、親睦を深めることが出来ました。 

 ２０１１年度の役員体制は次の通りです。 

顧 問  小田島正   会 長  渡辺利廣   副 会 長  平井謙一 

副 会 長  近藤寿一   副 会 長  佐藤孝人  事務局長  林  英夫 

事務局次長  千田正勝  事務局次長  今野利悦（ＯＢ担当） 

 ２０１１年度の役員体制は次の通りです。 
顧 問  栗田克實  会 長  鈴木孝雄  副 会 長  狩谷光治 
 事務局長  江幡隆則  事務局次長  平山美隆 

＜本の紹介＞ 

 

 

 

〔著者・絵鳩  毅〕 

 

９８歳の絵鳩  毅さんは、中国で軍隊生

活を体験し、敗戦後シベリアで５年間抑留

された後、中国の撫順戦犯管理所に６

年間収容された人です。 

「撫順戦犯管理所の６年」「シベリア抑

留の５年」に続く、第３弾の「皇軍兵士の

４年」が発刊されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜申し込み先＞ 

撫順の奇蹟を受け継ぐ会  神奈川支部 

松  山  英  司 

☎  ０４６‐８７１－４２６３ 

ＪＲ東労組 本部ＯＢ会でも取り次ぎます。 

          

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
親
し
み
や
す
い
『
我
ら
の
声
』
に
す
る
た
め
に
、
編
集
委
員
会
を

開
き
な
が
ら
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
に
原
稿
募
集
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

特
に
今
回
は
、
自
慢
の
特
技
や
趣
味
を
持
っ
て
い
る
人
や
、
家
族
を
介
護
さ
れ
て

い
る
人
、
介
護
・
福
祉
関
係
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
会
員
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 


 

原
稿
は
形
式
自
由
で
、
概
ね
１
６
０
０
字
以
内
と
し
、

写
真
を
つ
け
て
下
さ
い
。 


 

地
震
も
原
発
事
故
も
あ
り
ま
し
た
、
高
齢
化
の
進
展
で

将
来
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 


 

原
稿
締
め
切
り
は
、例
年
よ
り
一
ヶ
月
早
い
１
月
31
日

で
す
の
で
、
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。 


 

原
稿
の
送
付
先
は
、
各
地
本
の
Ｏ
Ｂ
担
当
者
ま
た
は

Ｏ
Ｂ
会
役
員
ま
で
。 

         

今
年
は
「
東
日
本
大
震
災
」
と
「
東
電
・
福
島
第
一
原
発
事
故
」

と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
Ｏ
Ｂ
会
は
被
災
者
を
支
援
し
な
が
ら
、
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
高
齢
者
の
直
面
す
る
諸
問
題
に

挑
戦
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。 

 


